
平平成成 2299 年年度度外外国国人人児児童童生生徒徒教教育育関関係係者者研研修修会会  実実施施要要項項  
 

 
 

１ 趣 旨  

 本県の公立小・中・義務教育学校には、日本語指導が必要な外国人児童生徒等が 40 名前後在籍しており、各市町

村関係部局及び各学校において、関係諸機関との連携を図り、適切な日本語指導はもとより、学校生活、日常生活

等について支援をしているところである。 

 一方、県内では、各地域において受入についての不安や受入後の学習支援及び学校生活支援等に関して様々な疑

問点を抱えながら取り組んでいることも事実である。 

 国では、外国人児童生徒等の教育の充実のため、平成 26 年度より日本語指導の「特別の教育課程」の編成・実施

ができる法改正が行われ、県としてもその周知に努めているところである。 

 そこで、本研修会を開催し、外国人児童生徒教育に関する進め方並びに支援に当たっての疑問及び解決策の共有

等を図り、外国人児童生徒教育の円滑化に寄与しようとするものである。 

２ 主 催  

   岩手県教育委員会 

  いわて多文化子どもの学習支援連絡協議会  岩手大学教育推進機構グローバル教育センター 

３ 開催日 

平成 29 年 10 月 24 日（火）10：00～16：00 

４ 会 場 

   岩手県庁 12 階 特別会議室 （盛岡市内丸１０－１） 

５ 参加対象者【下記のうち（１）（２）（３）は旅費を県教委で負担、それ以外は負担できないこと】 

（１） 各教育事務所及び総合教育センターにおける担当者１名 

（２） 日本語指導が必要な児童生徒が在籍している学校の担当者１名（国の研修に参加者を派遣した学校を除く） 

（３） 上記（２）を所管する市町村教育委員会の担当者１名 

（４） 上記（２）を除く各小・中・義務教育学校における外国人児童生徒教育・日本語指導担当者 

（５） 上記（３）を除く各市町村教育委員会外国人児童生徒教育・日本語指導担当者 

（６） 外国人児童生徒教育、日本語指導関係の団体関係者 

 

６ 内容及び日程 

 ※県庁駐車場はご利用いただけません。研修会参加者は近隣の有料駐車場をご利用いただくか、公共交通機関をご利用

くださるようお願いいたします。 

日 程 内 容（予定） 備  考 
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受付 

開会行事 

行政説明（国及び県の動向について） 

事例報告 

・盛岡市立上田小学校 小田 多紀子 教諭 

・一関市立一関小学校 及川  崇  教諭 

外国人児童生徒教育の現状と課題（課題整理） 

①グループ協議・報告 

②協議のまとめ 

（岩手大学教育推進機構 グローバル教育センター 

教授 松岡洋子氏） 

昼食休憩 

日本語指導ワークショップ 

「初期指導の具体的な進め方と教材選択（仮）」 

外国人の子ども・サポートの会代表 田所 希衣子 氏 

 

アンケート記入・閉会行事 

 

 

◆ 説明は、県教育委員会担当者 

◆ 事例発表は、それぞれの立場から 

  日本語指導の指導者養成研修修了者 

 

◆ 参加者がグループに分かれ、現状、

課題を交流 

 

 

 


